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WePatch：ユーザによる Web 上の BADUI 改善システムの評価 
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概要：Web上には誤った形式で入力をしやすい入力フォーム，誤りがある情報といったように，ユーザの戸惑いや誤
操作を誘発するような使いづらい UI(ユーザインターフェース)が数多く存在しており，これらは BADUI と呼ばれて
いる．我々はこれまでの研究において，こうしたWeb上の BADUIをユーザが複数の機能を用いて改善し，また改善
された UIを共有可能とするシステム「WePatch」を開発してきた．本稿では，入力フォームの BADUIに対するWePatch
の有用性の評価実験を，定量的な観点から行なった．その結果，特にWePatchの入力フォームにおける入力文字の自
動修正はユーザの負担を減らすことが可能であった．一方，従来の研究でも提案されてきたアノテーションの付与は

入力フォームにおけるユーザの負担を増やしてしまうことが明らかになった． 
 
キーワード：Webサイト，ユーザビリティ，ユーザインタフェース，BADUI 

 
 
 

1. はじめに  

	 インターネットの普及とともに急速に増加した Web サ

イトは，現在 10 億件[1]を超えており，その用途も多種多

様である．その例として，情報提供，オンラインショッピ

ングでの商品販売，電子掲示板でのコミュニケーションな

ど様々なものが挙げられる．これらのサービスは，ユーザ

が自宅に居ながら必要な情報の検索や欲しい商品の購入，

離れた場所にいる友人とのコミュニケーションなどを可能

にしており，多くのユーザにとって欠かせないものとなっ

ている．一方 Webサイトを運用する企業や個人は，上述し

たサービスをユーザに提供し，その対価として利益を得る

ことだけでなく，情報を伝達することで認知度や好感度が

向上するなどのメリットを享受することができる． 

	 上記の理由から，Webサイトは今後も多くの企業や個人

に利用されていくものと考えられる．ここで，Webサイト

が使いにくいものであるとユーザが離れて行ってしまう原

因となるため，Webサイトの提供者はできるだけ多くのユ

ーザが容易に目的を果たせる UI を設計する必要がある．

しかし，開発者によっては意図せずに Webサイトがユーザ

にとって使いづらいものになってしまうことや，意図的に

ユーザの誤操作を誘発するものが制作されてしまうことが

ある．中村は，こうした身の回りの使いづらい UI（BADUI）

を収集し，書籍[2]などにおいて Webサイトの BADUIにつ

いて多数紹介している．図 1は郵便番号のテキストボック

スでハイフンを含めないで入力しなければならないにもか

かわらず，その後に記入する電話番号ではハイフンを含め

なくてはいけないという一貫性の欠如があるため，ユーザ

の誤入力を誘発してしまう BADUIである.  
	 こうした Web サイトの UI を開発者が設計してしまわな

いようにするため，Webサイトのユーザビリティを評価し，

UI の改善を支援する手法が多く提案されてきた[3][4]．し
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かし，ユーザビリティ評価を行うためにシステムがある程

度完成している必要があるうえ，その評価にも時間がかか

るという問題がある．また，そういった評価手法を用いた

としても，Webサイトの公開後にチェックから漏れてしま

った BADUIが見つかることは珍しくない．  

 

 

図 1	 半角入力と全角入力が混在する BADUI 

 

	 我々はこれまでの研究で，開発者によって改善されずに

いる入力ミスを誘発してしまう入力フォームや，ユーザに

とって分かりづらい語句のある Webサイト，誤字脱字のあ

る Webサイトを，ユーザの手により改善可能とする手法を

提案および実現してきた[12]．しかし，これまでの提案シス

テムの評価実験では，定性的に Webページが使いやすくな

ったかどうかを検証しており，定量的にユーザの負担が減

ったかどうかといった評価はできていない[13]．そこで本

稿では，Web ページの BADUI におけるユーザの負担が，

提案システムの機能によって軽減するかどうかを定量的な

観点から検証を行う．具体的には，入力フォームの Webペ

ージで実験協力者らに入力タスクを課すことで得られるタ

イピング回数や入力に要した時間といったデータを取得し，

システムによって改善される前と後のデータを比較するこ

とにより，どの機能が有用であるかを明らかにする． 
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2. 関連研究 

2.1 Web サイトの UI 評価・設計支援研究 

	 Webサイトを使いづらいままユーザに提供しないように

するため，ユーザビリティの評価を目的とした研究はこれ

までにも多くなされてきている．Brendaら[3]はWebサイト

においてユーザが膨大な情報の中から必要なものを探索す

るときに多大な負荷がかかることを問題としており，Web

サイトが適切に設計されているかどうかを調べるため，使

いやすさといった概念を評価するためのユーザビリティテ

ストを提案している．Jonathanら[4]は，どのようなデザイン

が消費者に大きな印象を与えるのか，致命的に使いづらい

のか等を調査することにより，ユーザビリティを測定する

適切な基準の特定を行っている．さらに，Jasonら[5]はWeb

サイトのユーザビリティテストを支援するために，どのよ

うなWebサイトであっても容易に使用状況を記録し，スク

リーンキャプチャを解析，可視化するツールを開発してい

る．こうしたユーザビリティ評価手法は，Webサイトの欠

点を発見するうえで有用なものである．しかし，最終的な

WebサイトのUIを決定するのは開発者であるため，ユーザ

を引っ掛けて誤操作を促すようなBADUIは修正されない

可能性がある．一方，提案システムはWebサイトに直接注

意事項等を付与し，共有することで引っ掛けを回避できる

点が異なる． 

2.2 Web サイトに対するアノテーション付与研究 

	 様々な目的のために，Webサイトにユーザがアノテーシ

ョンを付与可能とする研究も多くなされており，注目を集

めている[6]．滝本ら[7]はアノテーション付与システムを用

いてWeb検索結果をユーザに効果的に提示する手法を提案

しており，ユーザのアノテーションを有効的に活用してい

る．また，樋川ら[8]は，Webサイトの中でもHOWTOの画像

に対し，ユーザがマウスや指の動きを表したアニメーショ

ンの装飾を施すことにより，他のユーザのHOWTOページ

における理解支援を行うことが可能なシステムを開発して

いる．さらに，土方ら[9]は従来のWebアノテーションを付

与するシステムはエンドユーザにとって難解であることを

問題にしており，エンドユーザであっても直感的な操作で

条件付きアノテーションを付与可能にするシステムを開発

している．これらのアノテーション付与研究には様々な目

的があるが，Webサイト全体のUIを改善するという目的の

ためにアノテーションを付与するというものはなかった．

ここで，Daleら[10]はWebサイトに本稿で提案するウェプラ

という機能に類似したアノテーションを付与し，共有可能

とするシステムを開発しているが，本稿で実現するウェプ

ラは，改善する対象がユーザを戸惑わせてしまうものであ

り，さらに，本提案システムは複数の機能を組み合わせて

様々なBADUIを改善可能とするものである．ユーザ同士で

注意を促すことを可能とする仕組みとしては，Web上で閲

覧者同士がチャットのようにコミュニケーションを取るこ

とを可能とする研究[11]がある．この研究ではリアルタイ

ムにユーザ同士がコミュニケーションをとることが可能で

あり，わからない点を質問および回答できる．しかし，こ

うした研究やサービスはその場，その時間に対話する相手

がいる必要がある．一方，我々の手法は，Webサイト上に

機能を残しておくことができるという利点がある． 

	 また，これまでに提案されてきたアノテーションシステ

ムが定量的な観点から有効であるかどうかといった評価が

なされている研究は少なく，ユーザの負担を本当に軽減可

能であるかどうかを明らかにする必要がある．そこで，本

稿では評価実験を通し，従来の研究において提案されてき

たアノテーションの有用性についても明らかにする． 

 

3. WePatch 

	 我々はこれまでに Web上の改善されていない BADUIを

ユーザの手で改善可能とするシステムをWePatchと名付け，

JavaScript と PHP を用いて Chrome 拡張として開発し，公

開してきた（http://tajima.nkmr.io/fix_badui/）．また，これま

での評価実験 での結果や実験協力者の意見から WePatch

が導入されたときの UI や機能の改良を行なってきた．図

2，3は WePatchを導入したときの UIである． 

 

 

図 2	 WePatchの導入時の UI 

 

 

図 3	 WePatchのボタンクリック後の UI 

 

	 本稿では入力フォームの BADUI に限定してその有用性
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を検証するため，問題の多い入力フォームの改善に有効で

あると考えられる自動変換フィルタ，例付与，ウェプラの

3つの機能を評価対象とする．機能の詳細については[13]に

記述しているが，以下にこの 3機能についてのみ簡潔に説

明する． 

(1) 自動変換フィルタ付与 

	 入力フォームへの入力内容を，自動的に適切なものに変

換することによりミスを防止する．機能には，半角から全

角（全角から半角）への変換，ひらがなからカタカナ（カ

タカナからひらがな）への変換，指定した文字列が含まれ

ているときに自動的な除去を行うフィルタがある．図 4は

付与された変換フィルタによって入力された文字列が正し

く変換される様子である． 

 

 

図 4	 正しい形式への自動変換 

 

(2) 入力例付与 

	 入力フォームに入力例を付与し，入力すべき情報をわか

りやすくする．図 5はユーザがその入力フォームに適した

入力例を付与し，それを共有することで他ユーザの画面に

入力例が提示されている例である． 

 

 

図 5	 例を提示 

 

(3) ウェプラ 
	 ラベルシールのようなものを貼り付けることで手掛かり

情報を提示する．図 6は入力フォームの確認ボタンの下に

承諾済みのメールマガジンの受信設定の要素が隠れており，

そのことを他ユーザに注意している例である． 

 

 
図 6	 ユーザに注意事項を提示 

 

4. 評価実験 

	 WePatch の改善機能によってユーザの BADUI における

負担がどの程度軽減されるかを実験により明らかにする．

具体的には，システムによる改善前と改善後のそれぞれの

入力フォームにおいて実験協力者に入力タスクを課し，そ

の過程で得られるデータを取得，比較する．なお，入力フ

ォームの BADUI で評価を行う理由は，実験協力者に具体

的なタスクを課しやすく，定量的なデータを取得しやすい

と考えたからである． 

4.1 実験で用意する BADUI 

	 入力フォームの BADUI における実験を行うにあたり，

実験協力者には我々が意図的に BADUI を含めた実験サイ

トで入力タスクを行なってもらう．また，本実験ではユー

ザが誤った形式で入力をしてしまいやすい BADUI を用い

る．ここで，実験サイトに用意する誤った形式で入力して

しまう原因となる BADUIの分類を記述する． 

l 手がかりの欠落: どのように入力すべきかなどの

情報がないためユーザを戸惑わせてしまうもの 

l 一貫性の欠如: ページ内の複数のフォームで入力

する内容のスタイルが異なることによってユーザ

の操作ミスを誘うもの 

l 慣習からの乖離: 色やアイコンの形によって連想

できる機能や，複数のものの配置が慣習と異なるこ

とにより，操作ミスを誘うもの  

l 引っ掛け: ユーザの操作ミスをわざと誘って広告

をクリックさせるものや，ラベルの見た目と異なる

入力形式で入力しなければいけないためにユーザ

が誤った形式で入力してしまうようなもの．本稿で

は後者のような BADUIを扱う 
4.2 実験用入力フォーム 

	 実験のため，我々は入力フォームの Webページを 4種類

作成した．図 7~10は入力フォーム A~Dの一部を表してい

る. なお，表１に作成した入力フォーム A~Dとそれぞれに

含めた BADUIを記述する． 
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図 7	 入力フォーム A 

 

 
図 8	 入力フォーム B 

 

 
図 9	 入力フォーム C 

 

 

図 10	 入力フォーム D 

 

表 1	 実験用入力フォームにおける BADUI 
 BADUI 
入力フォ
ーム A 

メールアドレスや郵便番号は半角入力であるのに関
わらず，住所は全角入力をしなければならない（一
貫性の欠如） 
郵便番号ではハイフンが必要であるのに関わらず，
電話番号ではハイフンを入れてはいけない（一貫性
の欠如） 

入力フォ
ーム B 

名前の姓と名の間に全角のハイフンを入れなければ
ならない（慣習との乖離） 
電話番号ではハイフンを入れなければならないのに
関わらず郵便番号では入れてはいけない（一貫性の
欠如） 

入力フォ
ーム C 

名前のふりがなをカタカナで入力する必要があるに
も関わらず，ラベルや入力欄の中がひらがなで「よ
みがな」と書いてある（慣習との乖離） 
入力例には郵便番号の間やカード番号の間に空白が
書いてあるにも関わらず，空白は不要である（引っ
掛け） 
メールアドレスや郵便番号は半角入力であるのに関
わらず，住所は全角入力をしなければならない(一貫
性の欠如) 

入力フォ
ーム D 

入力例が書いていない（手がかかりの欠落） 
ラベルにフリガナと書いてあり，カタカナ入力しな
ければならない（慣習との乖離） 

 

	 各入力フォームには自動変換フィルタ付与，入力例付与，

ウェプラの 3 機能がそれぞれ改善可能と考えられる

BADUIを一つ以上用意した．また，一貫性の欠如，慣習の

乖離，引っ掛けの BADUI における正しい入力形式の手が

かりは実験サイト内の入力例やテキストボックスより前の

部分に記述した．なお，これらは BADUI が紹介されてい

るページ [14]や実際の Web サイトに存在していたものを

参考にしたものである． 

	 ここで，4 種類の実験用入力フォームに対して，先述の

自動変換フィルタ付与，例付与，ウェプラの 3機能をそれ

ぞれ単体で用いて改善を行い，改善前のものを合わせて合

計 16 種類の実験用入力フォームを用意した．これらの改

善機能の付与は用意した BADUI に対して適切であると考

えられる箇所に対して我々が行った． 

4.3 入力タスク 

	 次に，実験協力者 16 名（普段からパソコンを使用する

20~23歳の男性 13名，女性 3名）を集め，実験用入力フォ

ームでタスクを行ってもらった．ここで，各実験協力者を

4 人 1 グループに分け，各グループに対して割り当てられ

た改善後（または改善前）の Webページを表 2に示す．グ

ループ A~D は実験協力者のグループを表しており，入力

フォーム A~D は作成した 4 種類の実験ページを表してい

る．また，入力フォーム A~Dでタスクを行ってもらう際の

順番は無作為に決められている．入力タスクの具体的な内

容は，我々が事前に準備した仮の人物のプロフィール情報

（名前，性別，生年月日等）にしたがって，入力フォーム

で誤った形式や誤字がないように入力を行ってもらうとい

うものである．図 11 に実際に参考にしてもらった仮プロ

フィールの一部を示す． 
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表 2	 実験ページの割り当て 
 入力 

フォーム
A 

入力 
フォーム

B 

入力 
フォーム

C 

入力 
フォーム

D 
グループA 改善なし 例付与 ウェプラ 変換フィ

ルタ 

グループ B ウェプラ 改善なし 変換フィ
ルタ 

例付与 

グループ C 例付与 変換フィ
ルタ 

改善なし ウェプラ 

グループD 変換フィ
ルタ 

ウェプラ 例付与 改善なし 

 

 

図 11	 実験で用いた仮プロフィール 

 

	 なお，実験協力者には入力タスクを使いづらい場所を事

前に把握させずに行ってもらった．これは，実験協力者が

特定の箇所を意識することなく，普段通りの状況での入力

を想定しているためである． 

	 入力タスク中には実験協力者の入力フォームにおける負

担を測るため，各実験用入力フォームにおける「テキスト

ボックスへのフォーカス（テキストボックスがクリックし

て選択）された回数」「タスクを行なっていた時間（秒）」

「タイピング総数」「入力確定ボタンを押した際，情報に

不備がある場合に出力されるエラーフィードバック回数」

の 4つのデータを取得した．これらのデータ取得のために

実験用の Chrome 拡張を新たに実装し，実験協力者の環境

にインストールしてもらい，実験協力者がタスクを行う過

程で自動的に取得した． 

 

5. 結果 

	 改善前の各入力フォームにおいて入力タスクの過程で得

られたデータを表 3に示す．表 3のフォーカス数は「テキ

ストボックスへのフォーカス（テキストボックスがクリッ

クして選択）された回数」，時間（秒）は「タスクを行な

っていた時間（秒）」，タイプ数は「タイピング総数」，

エラー数は「入力確定ボタンを押した際，情報に不備があ

る場合に出力されるエラーフィードバック回数」をそれぞ

れ表している． 

 

表 3	 改善前のデータの平均値  
 入力 

フォーム
A 

入力 
フォーム

B 

入力 
フォーム

C 

入力 
フォー
ム D 

フォーカス数 13.75 24.25 25.50 10.25 

時間（秒） 223 314 442 171 
タイプ数 282 383 386 220 

エラー数 0.25 1.25 2.25 1.00 

 

	 次に，改善前と改善後の比較データを図 12~15 に示す．

それぞれのグラフの横軸は取得したデータを表しており，

縦軸は改善前のデータを 1.00 としたときの比率を表して

いる．また，灰色の棒グラフは改善前，青色は自動変換フ

ィルタ機能，オレンジ色は例付与機能，黄色はウェプラ機

能を用いたときの取得したデータの改善前に対する比率を

表している． 

 

 

図 12	 入力フォーム Aにおける結果  

 

 
図 13	 入力フォーム Bにおける結果 
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図 14	 入力フォーム Cにおける結果 

 

 

図 15	 入力フォーム Dにおける結果 

 

	 入力フォームAではエラー数を減らした入力例付与機能

と，エラー数は減らさなかったもののそれ以外の負担を軽

減した自動変換フィルタ機能付与機能が有効であった．そ

れに対し，ウェプラ機能はエラー数を増やしてしまい，負

担を増加させる結果となっていた．入力フォーム Bではウ

ェプラ機能がフォーカス数やタイピング数といった負担を

軽減しているものの有効な機能は特になく，逆に改善機能

を用いたときにタスク時間やエラー数が増加しているため，

逆に負担を増加させていた．入力フォーム Cでは自動変換

フィルタ付与機能によってエラー数やタスク時間がかなり

減少されていたことにより，かなり改善に有効であること

がわかる．ウェプラ機能についてはエラー数を減少させて

いるもののタスク時間が増加してしまっていた．これはウ

ェプラの内容を確認に実験協力者が時間をかけたものと考

えられる．入力フォーム Dでは自動変換フィルタ付与機能

を用いたときにタスク時間がやや増加したもののエラー数

やフォーカス数が減少しており，全体としては負担の軽減

に有効であると考えられる．一方で，例付与とウェプラ機

能は全ての値が増加しており，特にウェプラ機能が負担を

増加させてしまっていることがわかる． 

	 さらに，図 12~15の結果をデータごとに平均化したもの

を図 16に示す．グラフより，自動変換フィルタ付与機能が

入力フォームの BADUI の改善に有効であり，一方でウェ

プラや例付与機能は逆にユーザの負担を増加させてしまう

ことが明らかとなった． 

 

 
図 16	 全入力フォームの平均化した結果 

 

6. 考察 

	 実験の結果より，自動変換フィルタ付与機能を用いるこ

とで，多くの入力フォームの BADUI におけるユーザの負

担を減らすことができていた．また，ユーザの負担を減ら

すことができなかった場合であっても，例付与機能やウェ

プラ機能のように大きく負担を増やしてしまうといった可

能性は低いと言える．このことからも，入力フォームにお

いてユーザの負担を軽減するためには，ユーザが入力する

前に文字を使って注意を喚起するのではなく，誤入力後に

自動的な修正をすることが負担の軽減に最も重要であると

考えられる．なお，自動変換フィルタ機能は効果的に動作

していたが，今回用意した変換機能では対応不可能な

BADUIが出現するような問題が考えられる．そのため，今

後は，ユーザが正規表現を記述し，変換フィルタを設計可

能な機能を実現していく予定である． 

	 従来の研究[9,10]では，ウェプラのようなアノテーション

はユーザの Web ページにおける操作の負担を軽減可能で

あると考えられてきたが，本稿の評価実験により，アノテ

ーション付与が万能な機能でないことが明らかになった．

ウェプラ機能が負担を大きく増やしてしまう原因としては，

ユーザがウェプラに書いてある注意を気にかけながら入力

しなければならないという負担をかけてしまっているため

と考えられる．こうした，追加的なものが効果的に働くか

どうかについては，現実世界において貼られているテプラ

が本当に有効なものなのかどうかを議論するうえでも重要

になる．そこで、今後はさらに踏み込んだ実験を実施する

ことにより，その有用性について検討予定である． 

	 なお，本稿の評価実験ではユーザの誤った形式での入力

を誘発するような BADUI のみ用いていた．そのため，例

えば図 17 のように，慣習的に入力確定ボタンを配置する

位置に入力内容のリセットボタンが配置されているため，
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ユーザが入力内容をリセットする意図が無くても誤ってリ

セットボタンを押してしまうような BADUI に対しては有

効であると考えられる． 

 

 
図 17	 誤って入力内容をリセットしてしまう Webページ

（https://twitter.com/mski_4036/status/890871171998031872) 

 

	 実験では有効ではなかった例付与機能については，今回

実装した方法は，ユーザが何か入力するまでは灰色の文字

で例を表示しているものの，ユーザが何らかの入力を行う

と消えてしまうというものであった．そのため，実験協力

者は例を確認せずに入力を開始してしまい，元の例がわか

らなくなってしまった結果，効果が薄くなってしまったと

考えられる．そこで今後は，この例付与機能について，入

力例を吹き出しの形でテキストボックスの上に表示するな

どの対応を検討している． 

	 一方，今回はそれぞれ単独の評価であり，本来組み合わ

せてこそ力を発揮する機能もあったと考えられる．そこで

今後は，機能の組み合わせにより BADUI を改善するとと

もに，その有用性について検討予定である． 

 

7. まとめと今後の課題 

	 本稿では，我々がこれまでに開発してきたシステムであ

る WePatchを定量的に評価し，入力フォームにおいて自動

変換フィルタがユーザの負担を減少させることに有用であ

り，一方で従来から提案されてきたアノテーションを付与

するようなウェプラ機能は逆にユーザの負担を増加させて

しまうことを明らかにした． 

	 今後は，サイトおよび実験人数を増やすことにより，さ

らに踏み込んだ実験を実施することによって，手法の有用

性を検証する予定である．また，入力フォーム以外の

BADUIにおける WePatchの有用性の評価や，ユーザ同士が

支援し合うことが可能な機能をさらに実装していく予定で

ある．さらに，本システムを導入していないユーザであっ

ても，本システムによる改善を享受可能なサービスを実現

する予定である． 
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